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Ⅰ研究の成果 （1000字 程度）

本研究では，原始核酸モデルとして，アミノ酸である光学活性L-セ リンを基本骨格 とし，

そこに核酸塩基を規則的に導入した核酸類縁ポリエステル （serine nucleic ester：SNE）

をデザイ ンし，その合成 を検討 して きた。

まず，L-セ リンを基本骨格 とし，核酸塩基部位に保護基 を必要 としないチ ミン誘導体の

合成を目指 し，そのモ ノマーユニ ッ トの合成を行 った （Scheme1）。

次 に， このモ ノマーユニ ッ トを用いて，アル コール とのエ ステル結合生成反応を検 討 し

た。反応条件 を検討 した結果，当研究室で開発 した新規縮合剤 （ニ トロ トリアゾ リル トリ

ス ピロリジニルホ スホニ ウムヘキサ フルオロホス フェー ト：PyNTP） を用いると，短時間か

つ高収率で 目的とする生成物が得 られることが分かった。

また， この反応 を固相法 に応用するために，温和な中性条件

下 オ リゴマーの切 り出 しが可能な新規 リンカー （Figure1） を

合成 し，それを用 いたオ リゴマーの固相合成 を検討 した。固相

担体 として高架橋ア ミノメチルポ リスチ レンを用い，固相担体

上における縮合反応，および固相担体か らのオ リゴマーの切 り

出し反応 について，反応条件の検討を行 った。さ らに，固相担体上で ダイマーを合成 し，

検討 した切 り出 し条件でダイマー上のエステル結合が切断されるか どうかを確認 した。逆

相 シ リカゲルカ ラムを用 いた高速液体 クロマ トグラフィーによ る分析の結果，ダイマー上

のエステル結合を切断せず にダイマーを固相担体か ら切 り出す ことができた。

一方，核酸塩基 としてウ ラシル，アデニン，シ トシンをそれぞれ含むモ ノマーユニ ッ ト

の合成 も同様 に行った。今後，核酸塩基 としてチミンを含 むホモオ リゴマーの合成，お よ

び他の核酸塩基を含むオリゴマーの合成法を確立し，その高次構造形成過程や機能を調べ

ることを計画 している。
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